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	令和	年	月	日

	独立行政法人
	
	
	
	
	
	
	

	日本学生支援機構理事長殿

	下記の学生は、貴機構の特に優れた業績による返還免除に該当することを認め、推薦します。

	職
 	大学長	印

	課程
	□
	修士（博士前期）課程
	□
	専門職学位課程
	□
	博士（博士後期）課程

	研究科名・専攻名
	
	学籍番号
	

	奨学生番号
	

	氏名
	


◆特に優れた業績の該当項目
	業　績　項　目
	学内選考規程の該当評価項目

	
	大学院における教育研究活動等に関する業績
	専攻に関連した学外における教育研究活動等に関する業績

	（　）
	学位論文その他の研究論文
	
	
	
	
	
	

	（　）
	大学院設置基準第16条に定める特定の課題についての研究の成果
	
	
	
	
	
	

	（　）
	大学院設置基準第16条の2に定める試験及び審査の結果
	
	
	
	
	
	

	（　）
	著書、データベースその他の著作物（第一号及び第二号に掲げるものを除く。）
	
	
	
	
	
	

	（　）
	発明
	
	
	
	
	
	

	（　）
	授業科目の成績
	
	
	
	
	
	

	（　）
	研究又は教育に係る補助業務の実績
	
	
	
	
	
	

	（　）
	音楽､演劇、美術その他芸術の発表会における成績
	
	
	
	
	
	

	（　）
	スポーツの競技会における成績
	
	
	
	
	
	

	（　）
	ボランティア活動その他の社会貢献活動の実績
	
	
	
	
	
	



◆選考及び順位付けの理由（博士課程はガイドラインを満たしている内容を明記してください）
	



◆推薦順位（推薦者中の順位）
 (
当該課程の推薦者
人中
　
推薦順位
位
)	 (
学校番号
)
【記入上の注意】
1．「課程」欄は、該当するいずれかの□を■（黒）にすること。
2．「特に優れた業績の該当項目」の「業績項目」欄は、評価対象となった項目の（ ）に○（特に重視した項目については◎）を記入すること。また、「学内選考規程の該当評価項目」欄は、大学院における教育研究活動等に関する業績及び専攻に関連した学外における教育研究活動等に関する業績の別に、学内選考規程の該当項番号等をそれぞれ評価の高い順に左から記載すること。
3．「選考及び順位付けの理由」は、200字程度で記載すること。
4．特に優れた業績を証明する資料を添付すること。
